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は
じ
め
に

日
常
の
あ
り
き
た
り
の
自
分
の
生
活
体
験
を
伝
え
よ
う
と

思
っ
て
も
、
同
じ
言
葉
で
あ
り
な
が
ら
立
場
の
違
い
か
ら
全

く
解
釈
が
違
っ
て
く
る
。
そ
の
人
と
共
に
寄
り
添
う
も
の
、

学
的
に
客
観
化
し
て
見
る
も
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
他
人

行
儀
の
も
の
、
法
的
・
官
僚
的
に
使
わ
れ
る
も
の
等
々
、
こ

の
意
味
不
明
の
こ
と
の
探
求
か
ら
取
り
掛
か
っ
て
行
き
た
い
。

対
話
の
模
索

対
話
へ
の
道

筆
者
は
、
南
米
パ
ラ
グ
ァ
イ
の
開
拓
移
住
地
で
子
ど
も
時
代
を
過

「
自
転
車
に
乗
る
」
を
キ
ー
タ
ー
ム
に
、
動
作
主
の
私
は
「
自
転

車
に
乗
る
場
所
」
に
変
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
転
換
」
を

西
谷
啓
治
は
『
宗
教
と
は
何
か
』
の
「
空
の
立
場
」
で
「
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
的
転
回
」
と
す
る
が
、
西
田
は
論
文
「
私
と
汝
」
の
中
で
「
絶

対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
論
理
「
一
即
多
、
多
即
一
」
に
「
動
作
主

の
私
が
、
動
作
の
起
る
〈
場
所
〉
に
な
る
」
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
。禅
の
悟
り
に
も
似
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が「
不

立
文
字
」
の
意
識
・
言
葉
以
前
の
「
神
秘
体
験
」
で
あ
り
、こ
の
「
転

換
」の
意
味
が
解
ら
な
け
れ
ば
西
田
哲
学
は
難
解
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
の
必
要
性
」
を
取
り
上
げ
た
い
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
必
要
性

出
来
事
が
生
起
す
る
場
所
の
理
解
の
た
め
に

髙
橋
勝
幸
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ご
し
て
き
た
が
、
馬
に
跨
り
日
帰
り
で
行
け
る
所
に
、
一
七
・
一
八

世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
のR

educciones del Paraguay

の
遺
跡
が
あ
っ

た
。
原
始
林
の
中
で
、
崩
れ
た
レ
ン
ガ
の
廃
墟
跡
の
間
に
、
提
灯
程

の
大
き
さ
の
脚
長
蜂
の
巣
が
幾
つ
も
ぶ
ら
下
り
、
と
て
も
近
付
け
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
遺
跡
が
、
す
べ
て
の
原
住
民
（
ガ
ラ
ニ

ー
族
）
が
、
平
和
に
平
等
に
暮
ら
し
た
古
代
の
教
会
以
来
の
原
始
キ

リ
ス
ト
教
の
姿
を
残
し
て
い
る
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。日
本
で
も
、

子
ど
も
に
至
る
ま
で
集
落
全
体
が
平
和
で
平
等
に
暮
ら
し
た
遺
跡
に

は
、
三
内
丸
山
遺
跡
等
が
あ
る
が
、
縄
文
時
代
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば

残
っ
て
い
な
い
。

筆
者
は
、
敗
戦
国
民
で
あ
り
、
移
民
の
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
差
別

的
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
て
い
た
が
、
高
度
成
長
期
の

日
本
に
お
い
て
も
変
っ
て
い
な
い
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
こ
と
に
な

る
。
こ
の
解
決
の
道
を
求
め
て
、
上
記
の
パ
ラ
グ
ァ
イ
の
イ
エ
ズ
ス

会
遺
跡
と
同
時
代
の
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
活

動
を
比
較
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
が
、当
初
の
研
究
目
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
、
Ｆ
・
ザ
ビ
エ
ル
（
一
五
〇
六
～

五
二
）、
Ａ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
（
一
五
三
九
～
一
六
〇
六
）
等
を

始
め
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
取
っ
た
「
適
応
主
義
」
布
教
方
針
は
、

日
本
人
の
文
化
、
道
徳
、
生
活
習
慣
の
良
い
も
の
を
キ
リ
ス
ト
教
の

中
に
取
り
入
れ
て
行
く
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た1

。
こ
の
キ
リ
シ
タ

ン
時
代
の
方
針
が
、
四
百
年
近
い
時
を
経
て
、
一
九
六
二
年
か
ら
四

会
期
に
渡
っ
て
開
か
れ
た「
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
」に
お
い
て「
追

認
」
さ
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
事
実
を
、
定
年
退
職
後
に
日
本
で
着
手

し
た
研
究
の
過
程
で
、
知
る
こ
と
に
な
る
。

公
会
議
の
教
令
「N

ostra aetate 

キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
諸
宗
教
に

対
す
る
教
会
の
態
度
に
つ
い
て
の
宣
言
」
は
、
紀
元
四
世
紀
以
来
の

「
教
会
の
外
に
救
い
は
な
い
」
と
し
て
き
た
普
遍
の
教
会
の
鉄
の
扉

を
抉
じ
開
け
る
こ
と
に
な
り
、
教
会
の
方
針
が
一
八
〇
度
の
方
針
転

換
を
な
し
、
諸
宗
教
と
の
対
話
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

筆
者
の
研
究
方
針
も
、「
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
」
か
ら
「
比
較
思
想
・

宗
教
間
対
話
」
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二
〇
世
紀
に
入
り
、
二
度
の
世
界
大
戦
、

核
兵
器
の
使
用
と
、
人
類
を
豊
か
で
便
利
に
す
る
は
ず
の
科
学
技
術
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千
万
の
人
々
、
特
に
子
ど
も
、
女
性
、
弱
者
が
飢
え
と
寒
さ
、
生
命

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
犠
牲
者
に
な
っ
て
い
る
。
紛
争
の
た
め
に
、

難
民
と
な
っ
て
い
る
罪
な
き
市
民
の
数
は
、
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
衆

知
の
事
実
と
な
っ
て
い
な
が
ら
、
救
い
の
手
が
届
い
て
い
な
い
の
が

現
実
で
あ
ろ
う
。

筆
者
自
身
も
学
的
な
面
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
「
宗
教
間
対
話
」

を
研
究
す
る
過
程
で
、
西
洋
思
想
を
優
位
・
絶
対
と
す
る
こ
の
保
守

派
の
動
き
の
た
め
に
、
東
西
思
想
対
立
の
は
ざ
ま
（
溝
）
に
落
ち
込

み
、
意
味
も
理
由
も
解
ら
ぬ
ま
ま
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。
西
洋
の
思

想
に
は
、
人
間
・
自
己
を
優
位
・
絶
対
と
見
る
人
間
中
心
の
一
方
的

な
偏
見
が
あ
る
た
め
に
、
人
々
を
自
由
、
平
等
な
同
じ
目
線
で
見
る

「
対
話
的
原
理
」
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

木
岡
伸
夫
『
邂
逅
の
論
理
―
―
〈
縁
〉
の
結
ぶ
世
界
へ
』（
春
秋
社
、

二
〇
一
七
年
）
で
は
、
西
洋
に
は
対
話
の
思
想
が
な
い
こ
と
を
詳
し

く
論
じ
て
い
る
。「
対
話
、
邂
逅
の
道
」
の
必
要
性
を
説
き
、
こ
の

東
西
思
想
の
対
立
を
「
統
合
」
す
る
邂
逅
の
道
を
、
木
岡
は
、「
縁

の
結
ぶ
世
界
」
と
し
て
と
ら
え
、
東
洋
的
・
仏
教
的
な
「
縁
起
・
空
」

に
よ
っ
て
、人
類
が
滅
ぼ
さ
れ
よ
う
と
す
る
危
機
に
直
面
し
て
く
る
。

ま
た
、
西
欧
的
思
考
の
科
学
技
術
は
、
人
間
中
心
の
立
場
で
自
然
を

「
使
用
」
で
は
な
く
支
配
し
、
利
用
す
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
し

て
き
た
た
め
に
、
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
最
早
、
単
独
の
教
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題

に
対
処
し
切
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、多
く
の
人
（々
宗

教
、
国
々
、
民
族
）
と
協
力
し
、
諸
宗
教
と
の
対
話
の
道
を
切
り
開

く
こ
と
が
急
務
と
な
り
、全
世
界
の
司
教
団
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、

公
会
議
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

「
対
話
」
の
道
を
阻
む
も
の

こ
の
公
会
議
の
教
令（N

ostra aetate

）に
よ
っ
て
、「
宗
教
間
対
話
」

の
道
が
開
か
れ
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
「
二
十
一
世
紀
は
対
話
の
時

代
」
に
な
っ
た
も
の
と
筆
者
は
認
識
し
て
い
た
が
、
し
か
し
、
か
つ

て
の
「
教
会
の
繁
栄
・
栄
光
の
幻
影
」
に
す
が
る
保
守
派
の
残
滓
も

あ
っ
て
、
対
話
・
改
革
の
道
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に

驚
か
さ
れ
る
。
今
日
の
世
界
に
お
い
て
、
一
日
と
し
て
紛
争
・
テ
ロ

の
な
い
平
和
に
過
ご
せ
る
日
は
訪
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
数
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れ
て
く
る
と
言
え
る
。

愛
宮
は
、
一
九
四
三
年
か
ら
津
和
野
の
曹
洞
宗
永
明
寺
に
参
禅

し
て
い
た
。
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
等
の
取

っ
た
「
適
応
主
義
」
布
教
方
針
が
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
よ
っ

て
「
追
認
」
さ
れ
、「
開
か
れ
た
教
会
」
と
し
て
の
道
を
歩
み
出
し

て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
過
去
の
栄
光
に
固
執
す
る
保
守

派
か
ら
は
、
こ
の
動
き
は
異
端
的
に
見
ら
れ
て
い
た
。
筆
者
が
ぶ
つ

か
っ
た
の
は
、
東
西
の
思
想
対
立
を
象
徴
す
る
、
こ
の
大
き
な
壁
で

あ
っ
た
。
伝
統
を
重
ん
じ
る
、
保
守
派
の
ま
ま
で
は
、
日
本
人
・
日

本
文
化
の
理
解
な
し
に
、
日
本
人
に
キ
リ
ス
ト
教
を
押
し
付
け
る
も

の
で
、
人
間
の
自
由
意
志
、
対
等
の
立
場
で
の
「
対
話
」
を
基
本
と

す
る
真
の
宣
教
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

西
洋
思
想
か
ら
消
え
た
「
中
動
態
」

筆
者
が
、
こ
の
東
西
思
想
の
対
立
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
困
惑
し

て
い
た
時
に
、
國
分
功
一
郎
の
説
く
「
中
動
態
」
の
思
想
に
辿
り
着

い
た
。
國
分
は
、「
昔
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
に
は
「
中
動
態
」

と
い
う
文
法
が
あ
っ
た
の
に
、そ
れ
が
な
ぜ
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
、

の
世
界
に
お
い
て
、「
統
合
」
の
道
が
開
か
れ
て
く
る
こ
と
を
示
し

て
い
る2
。

現
代
に
お
い
て
も
、
欧
米
か
ら
来
て
い
る
一
部
の
キ
リ
ス
ト
教
宣

教
師
の
中
に
は
、
西
洋
思
想
絶
対
優
位
を
譲
ら
ず
、
未
だ
以
て
上
か

ら
目
線
の
ま
ま
で
、
宣
教
国
（
非
西
洋
国
）
に
「
優
れ
た
西
欧
の
文

化
、
宗
教
、
倫
理
、
言
語
を
教
え
に
来
た
」
と
い
う
西
洋
優
位
・
キ

リ
ス
ト
教
絶
対
の
態
度
が
残
っ
て
い
る
た
め
に
、
西
洋
思
想
に
偏
り

過
ぎ
て
、日
本
人
に
馴
染
ま
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
実
態
も
あ
る
。

日
本
の
文
化
・
伝
統
、
道
徳
、
生
活
習
慣
の
良
い
も
の
を
キ
リ
ス

ト
教
の
中
に
生
か
し
て
行
こ
う
と
す
る
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
「
適

応
主
義
」
布
教
方
針
や
、
大
正
期
に
な
っ
て
再
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス

会
士
た
ち
、
特
に
愛
宮
真
備
ラ
サ
ー
ル
神
父
は
、
日
本
語
・
日
本
文

化
を
知
ら
ず
し
て
日
本
人
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
て
、
自
ら
進
ん
で
日
本
文
化
理
解
の
た
め
に
、
禅
宗
の
お
寺

に
参
禅
し
「
カ
ト
リ
ッ
ク
禅
」
を
打
ち
立
て
て
い
る
。
既
述
の
公
会

議
よ
り
も
一
七
年
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
よ
う
に
先
駆
的

な
「
対
話
の
精
神
」
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
未
来
が
開
か
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ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述

す
る
が
、
國
分
の
「
行
為
者
で
あ
る
私
が
、
自
転
車
に
乗
る
〈
場
所
〉

に
な
る
」、
所
謂
、「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
で
あ
り
、
こ
の
意
味
が

解
ら
な
け
れ
ば
日
本
語
的
な
「
中
動
態
」
も
西
田
哲
学
も
認
識
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

西
洋
思
想
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
発
祥
以
来
、
こ
の
「
中

動
態
」
の
文
法
が
言
語
・
意
識
か
ら
消
え
て
い
る
が
た
め
に
、
形
式

論
理
の
立
場
か
ら
は
、
東
洋
思
想
を
一
段
低
い
も
の
と
見
て
い
る
。

従
っ
て
、
中
動
態
の
文
法
が
生
活
の
中
に
残
る
日
本
語
・
日
本
文
化

と
は
、
思
惟
方
法
が
真
逆
に
な
る
こ
と
の
構
図
が
は
っ
き
り
し
て
き

た
こ
と
を
訴
え
て
き
た
が
、
西
洋
思
想
の
論
理
的
な
思
考
法
に
慣
ら

さ
れ
た
、
大
半
の
研
究
者
に
は
、
中
々
理
解
さ
れ
な
い
も
ど
か
し
さ

が
残
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
東
西
思
想
の
対
立
を
克
服
す
る
邂
逅
の
道
の
模
索
か
ら

始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

能
動
・
受
動
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
少
し
も
普
遍
的
で
は
な
か
っ
た

の
に3

」
と
説
き
起
こ
し
て
行
く
。「
目
か
ら
鱗
」（
使
徒
言
行
録
九
章
）

の
よ
う
に
閃
い
て
き
て
、
東
西
対
立
の
意
味
が
見
え
て
き
た
。

文
法
と
し
て
の
「
中
動
態
」
は
、
能
動
態
と
受
動
態
の
〈
中
間
〉

を
意
味
し
、能
動
で
も
受
動
で
も
な
い
事
態
を
表
現
す
る
「
相
」（
態
、

voice

）
を
意
味
す
る
。「
中
動
態
」
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
で
論
じ
た

テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
説
明
を
簡
略
に
す
る4

。
西
欧

思
想
の
ロ
ゴ
ス
的
な
「
主
語
的
論
理
」
で
は
、
二
項
対
立
的
な
対
象

論
理
的
文
法
に
基
礎
を
置
く
た
め
に
、
論
理
が
噛
み
合
う
は
ず
が
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
個
と
し
て
の
人
格
、
自
由
、
意
志
、
責
任
と
い

っ
た
抽
象
概
念
の
説
明
に
は
適
し
て
お
り
、
近
代
西
洋
の
科
学
技
術

の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
今
日
に
お
い
て

は
地
球
規
模
の
多
く
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
レ
ン
マ
的
な
東
洋
的
・
仏
教
的
な
思
考
で
は
、
目
に
見
え
な
い

「
真
如
」
や
「
法
性
」
の
問
題
が
主
と
な
る
た
め
に
、
西
洋
の
視
点

か
ら
は
、
こ
う
し
た
主
題
は
論
理
性
に
欠
け
る
と
し
て
軽
視
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
東
西
の
思
想
対
立
を
超
え
る
た
め
に
は
、「
パ
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論
じ
て
き
た
。
と
は
い
え
、
表
現
力
の
不
足
が
原
因
で
、
主
旨
が
伝

わ
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
が
残
っ
て
い
た
。
筆
者
自
身
の
判
断
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
人
生
経
験
を
つ
ぎ
込
ん
で
、
論
理
と
し
て
は

万
全
を
期
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
対
立
す
る
東

西
思
想
の
ど
ち
ら
側
か
ら
も
理
解
し
て
貰
え
な
か
っ
た
。

明
治
維
新
以
降
、
日
本
に
入
っ
て
き
たPhilosophy

に
よ
っ
て
、

科
学
実
証
的
な
西
欧
的
思
考
を
優
位
・
絶
対
と
す
る
方
々
か
ら
は
、

西
洋
の
科
学
的
な
論
理
思
考
か
ら
す
る
と
、
東
洋
的
・
日
本
的
な
思

想
は
、
非
科
学
的
な
「
曖
昧
な
論
理
」
と
し
て
軽
視
さ
れ
た
。
特
に

西
田
哲
学
の
語
を
論
文
中
に
入
れ
た
研
究
論
文
な
ど
は
、
時
間
の
無

駄
と
ま
で
言
わ
れ
、
軽
微
に
扱
わ
れ
、
無
視
さ
れ
て
き
た
。
反
対
に
、

東
洋
思
想
・
仏
教
思
想
を
是
と
す
る
方
々
か
ら
は
、
仏
教
的
な
「
空
」

の
意
味
、
東
洋
思
想
の
深
み
に
あ
る
霊
性
が
解
っ
て
い
な
い
素
人
と

み
な
さ
れ
、
認
識
不
足
を
指
摘
さ
れ
た
。

筆
者
は
、西
田
哲
学
の
論
文
「
私
と
汝
」
か
ら
、個
と
し
て
は
別
々

の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、「
場
所
」
に
お
い
て
「
一
つ
（
一
如
）」
に

な
る
こ
と
か
ら
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
を
説
明
で
き
る
と
踏
ん

中
動
態
か
ら
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
へ

彷
徨
い
の
中
で
、「
中
動
態
」
の
文
法
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
発

祥
以
降
に
、
西
洋
思
想
か
ら
消
え
た
こ
と
に
気
付
い
て
か
ら
、
こ
の

「
中
動
態
」
の
掘
り
返
し
の
必
要
性
を
説
く
こ
と
で
、
東
西
思
想
の

対
立
を
超
え
た「
対
話
」の
道
が
開
か
れ
る
と
確
信
し
て
き
た
が
、「
パ

ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
の
意
味
を
知
ら
ず
し
て
、
意
識
し
て
、
言
葉
に
し

て
論
証
す
る
に
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
「
形
式
論
理
」
に
頼
る

こ
と
に
な
り
、
矛
盾
が
生
じ
て
く
る
。

そ
の
後
の
経
緯

筆
者
は
、
そ
れ
以
後
、「
中
動
態
と
は
何
か
」
を
考
え
、
同
時
に
、

西
洋
思
想
を
支
配
す
る「
も
の
的
ロ
ゴ
ス
的
」思
考
と
東
洋
的
な「
こ

と
的
レ
ン
マ
的
」
思
考
の
関
係
を
反
省
し
て
「〈
も
の
〉
と
〈
こ
と5

〉」

等
で
答
え
て
き
た
。
そ
の
う
え
で
「
邂
逅
の
論
理
」
を
入
れ
た
形
で
、

「
西
田
哲
学
の
〈
絶
対
無
の
場
所
〉
と
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ
の
〈
霊

操
の
不
偏
心
〉
の
類
似
性
」
を
示
す
こ
と
で
、
東
西
思
想
の
重
な
り

を
明
ら
か
に
す
る
な
ら
、
東
西
「
統
合
」
の
可
能
性
が
出
て
く
る
と
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ネ
ル
ギ
ー
に
欠
け
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
形
式
論
理
の

二
元
論
の
下
、
現
実
の
眼
に
見
え
る
も
の
、
耳
で
聞
こ
え
る
も
の
を

真
理
と
す
る
西
側
の
科
学
思
想
に
、
仏
教
者
は
つ
い
て
行
け
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
東
洋
で
は
、
被
植
民
地
の
道
を
辿

る
こ
と
に
な
り
、途
上
国
の
苦
し
み
を
味
わ
わ
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、

西
洋
に
追
随
す
る
国
に
貶
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
末

木
文
美
士
編
『
非
西
洋
の
視
座
』（
大
明
堂
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ

る
と
、
序
文
で
「
西
洋
を
批
判
す
る
に
し
て
も
、
欧
米
の
大
学
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
で
し
か
で
き
な
い
」
こ
と
を
揚
げ
て
、
途
上
国
の

言
語
・
文
化
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
現
実
を
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
経
済
発
展
、
自
由
主
義
の
政
治
の
行
き
詰
ま
り
が
顕

著
に
見
え
て
き
て
い
る
こ
と
で
、
新
た
な
開
か
れ
た
道
の
模
索
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
は
、
次
世

代
に
我
々
の
住
む
家
（
地
球
）
を
残
せ
る
の
か
と
問
わ
れ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た6

。
欧
米
絶
対
の
思
考
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
こ
と

は
、
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く

で
い
た
が
、
論
理
と
し
て
不
十
分
と
言
わ
れ
た
ま
ま
、
進
展
し
な
か

っ
た
。
そ
の
批
判
が
意
味
す
る
こ
と
は
何
な
の
か
、
取
り
着
く
島
の

な
い
ま
ま
で
、
随
分
と
悩
ま
さ
れ
、
彷
徨
っ
て
き
た
。
前
節
で
述
べ

た
よ
う
に
、「
中
動
態
」
の
文
法
が
西
洋
思
想
に
欠
け
て
い
る
こ
と

を
説
明
す
る
著
作
に
辿
り
着
き
、
東
西
思
想
対
立
の
構
図
が
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
発
祥
以
来
、
西
洋
の
思
想
、

言
語
か
ら
、「
中
動
態
」
が
「
非
論
理
的
」
と
し
て
排
除
さ
れ
、
失

わ
れ
た
。そ
の
た
め
、以
後
の
文
法
で
は
、科
学
的
・
実
証
的
な「
分
析
」

な
ど
は
発
展
す
る
も
の
の
、「
中
動
態
」
に
よ
ら
ね
ば
表
現
し
え
な

い
個
々
の
「
味
」
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
内
な
る
「
こ
こ

ろ
」
の
問
題
が
読
み
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
日
に
お
い
て
、
西

洋
的
な
形
式
論
理
の
行
き
詰
ま
り
が
顕
著
に
見
え
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
て
、「
中
動
態
」
の
掘
り
返
し
な
し
に
は
、自
由
で
対
等
な
「
対
話
」

の
道
が
開
か
れ
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
東
洋
思
想
に
お
い
て
も
、「
慈
悲
」「
六
波
羅
蜜
」
等
と

い
う
素
晴
ら
し
い
教
え
を
持
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
生
か
す
動
的
エ
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思
想
か
ら
一
方
的
に
「
上
か
ら
目
線
」
で
見
ら
れ
て
い
る
訳
で
、「
対

話
」
そ
の
も
の
が
、
噛
み
合
う
は
ず
が
な
く
、
成
立
す
る
は
ず
が
な

か
っ
た7

。

行
き
詰
ま
り
状
態
の
中
で
、
藁
を
も
掴
む
思
い
で
「
中
動
態
」

の
文
法
に
辿
り
着
き
、
東
西
思
想
対
立
の
構
図
を
明
ら
か
に
し
て
、

こ
の
「
中
動
態
」
の
欠
け
た
欧
米
の
思
惟
方
法
で
は
、
東
洋
思
想
・

仏
教
・
日
本
の
思
想
の
理
解
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
い
て
、

「
も
の
」
と
「
こ
と
」
の
違
い
に
着
目
し
な
が
ら
、
東
西
思
想
対
立

の
解
消
に
は
「
中
動
態
」
の
掘
り
起
こ
し
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

説
い
た
が
、
論
理
そ
の
も
の
が
噛
み
合
っ
て
い
な
い
訳
で
、
全
く
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
中
動
態
」
を
失
っ
た
西
欧
の
形
式
論
理
を
批
判
す
る
立
場
が
、

「
弁
証
法
的
論
理
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、「
学
」
と
し
て

の
客
観
的
な
弁
証
法
的
論
理
そ
れ
自
体
が
、
二
項
対
立
の
対
象
論

理
（
二
元
論
）
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
形
式
論
理
の
矛
盾
が

解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い8

。
そ
ん
な
時
に
、「
中
動
態
」
の
説
明

で
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
出
来
事
が
生
起
す
る
体
〈
場
所
〉
に
な
る
」

し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
成
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
反
省
か
ら

出
発
す
る
。
そ
の
出
発
点
は
、「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」「
変
る
こ
と
」

な
く
し
て
は
、
論
理
的
に
説
明
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
気

付
き
に
あ
る
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
へ

筆
者
が
最
後
の
砦
と
し
た
の
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、「
西
田
哲

学
の
〈
絶
対
無
の
場
所
〉
と
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ
の
〈
霊
操
の
不

偏
心
〉
の
類
似
性
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
西

思
想
の
対
立
を
越
え
た
「
霊
性
」
が
開
か
れ
る
と
確
信
し
て
い
た
が
、

西
欧
思
想
の
科
学
的
思
惟
を
絶
対
優
位
と
す
る
向
き
に
は
、
趣
意
が

つ
う
じ
な
か
っ
た
。
筆
者
は
、
比
較
思
想
・
宗
教
間
対
話
を
研
究
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
東
西
思
想
の
「
対
話
の
原
理
」
そ

の
も
の
が
噛
み
合
っ
て
い
な
い
現
実
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

そ
れ
は
西
欧
的
な
形
式
論
理
の
二
元
論
で
見
る
限
り
、「
場
所
に

な
る
」
こ
と
の
意
味
の
解
釈
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
元
々
論
理
が
異

な
っ
て
い
る
た
め
に
、
東
洋
的
な
「
こ
と
」
の
発
想
（
レ
ン
マ
的
論

理
）
を
、「
論
理
」
と
し
て
認
め
て
居
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
西
欧



76 

な
が
ら
、内
に
お
い
て
は
「
一
つ
」
に
な
る
「
中
動
態
」
的
な
「（
場

所
に
な
る
）
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
本
論
は
新
た

な
視
点
か
ら
見
直
し
て
行
く
方
向
で
考
え
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
哲
学
者
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ

ン
ベ
ン
か
ら
、「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
教
え
ら

れ
るa

。
彼
は
、「
自
転
車
に
乗
る
」
等
の
身
体
の
使
用
を
喩
え
に
し

て
い
る
が
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
こ
の
「
一
つ
の
場

所
に
変
る
」
と
い
っ
た
「
転
換
」
な
し
に
理
論
的
（
理
性
的
）
に
考

え
て
い
た
の
で
は
、
対
象
を
支
配
的
に
見
る
「
も
の
的
ロ
ゴ
ス
的
」

な
西
洋
思
想
の
二
元
論
に
囚
わ
れ
つ
づ
け
、
早
晩
「
行
き
詰
ま
り
」、

結
論
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
終
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
「
二
つ
の
も
の
が
一
つ
に
な
る
」
こ
と
を
、

晩
年
の
西
田
哲
学
の
論
文
「
私
と
汝
」
か
ら
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
」
の
説
明
が
出
来
る
と
踏
ん
で
い
た
がb

、
何
故
か
充
分
に
伝
わ
ら

な
い
も
ど
か
し
さ
が
残
っ
て
い
た
。
禅
の
悟
り
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教

の
「
祈
り
」
に
も
似
た
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
の
意
味
が
理
解
で

と
い
う
こ
と
の
意
義
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
「
場
所
に
な

る
」
と
い
う
言
い
回
し
か
ら
、「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
の
必
要
性
」

が
見
え
て
き
た
。
こ
の
「
行
為
者
で
あ
る
私
が
、
行
為
す
る
体
（
場

所
）
に
な
る
こ
と
」
は
、
西
田
哲
学
の
「
一
即
多
、
多
即
一
」
の
論

理
で
あ
り
、ま
さ
に
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
に
依
ら
な
け
れ
ば
、「
絶

対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
論
理
は
、
難
解
な
ま
ま
で
見
え
て
こ
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。

不
立
文
字
の
禅
の
悟
り
に
も
似
た
、
言
葉
・
意
識
以
前
の
知
に

立
ち
返
ろ
う
と
す
る
、「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換9

」。
筆
者
と
し
て
は
、

そ
れ
を
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
が
た
め
に
、「
場
所
に
な
る
」
こ
と

の
理
解
の
乏
し
さ
か
ら
、「
行
き
詰
ま
り
」
を
体
験
し
た
の
で
あ
る
。

「
理
屈
（
論
理
）」
だ
け
で
「
禅
の
悟
り
＝
見
性
」
を
語
る
方
が
い
る

が
、「
不
立
文
字
」
を
言
葉
に
す
る
も
の
で
、
全
く
意
味
が
解
ら
な

か
っ
た0

。
筆
者
自
身
も
理
性
の
み
で
、
外
側
か
ら
客
観
的
に
見
て
い

た
も
の
で
、
こ
の
同
じ
過
ち
を
「
中
動
態
」
の
説
明
で
も
犯
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
外
側
か
ら
客
観
的
に
見
る
論
理
で
は
な
く
、
西
田

哲
学
の
言
う
「
私
と
汝
」
が
個
と
し
て
は
全
く
別
々
の
も
の
で
あ
り
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一
つ
の
行
為
者
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
体
験
は
、
誰
も
が
日
常
生
活

の
中
で
体
験
し
て
い
る
「
生
活
そ
の
も
の
」
で
あ
る
が
、
言
葉
に
表

し
、
論
理
と
し
て
説
明
す
る
に
は
難
し
い
も
の
が
あ
る
。
西
田
哲
学

が
難
解
と
さ
れ
る
同
じ
根
の
う
ち
に
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
西
欧
的
な
「
ロ
ゴ
ス
＝
も
の
」
的
思
考
で
以
っ
て

答
え
よ
う
と
す
る
と
、
論
理
そ
の
も
の
が
噛
み
合
わ
ず
、
答
え
ら
れ

な
く
な
っ
て
く
る
。
頭
（
論
理
＝
理
性
）
で
、
対
象
と
な
る
事
物
を

対
象
論
理
（
弁
証
法
）
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
限
り
、「
場
所
と
な
る
」

こ
と
の
意
味
は
分
か
ら
な
く
な
るf

。
こ
の
よ
う
な
ロ
ゴ
ス
的
理
解
の

壁
を
突
破
す
る
上
で
、
助
け
と
な
っ
た
の
が
、
最
初
に
挙
げ
た
國
分

功
一
郎
の
著
書
で
あ
る
。
國
分
は
、ア
ガ
ン
ベ
ン
の
『
身
体
の
使
用
』

か
ら
引
い
た
喩
え
と
し
て
、「
自
転
車
に
乗
る
」
の
例
に
よ
っ
て
「
中

動
態
」
を
説
明
し
て
い
る
が
、
一
般
人
に
も
分
る
も
の
で
、
そ
の
説

明
は
非
常
に
参
考
に
な
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
「
祈
り
」
も
、
ま
た
禅
の
「
悟
り
」
も
、「
於
て

あ
る
場
所
」
に
変
ら
な
い
限
り
、
そ
の
深
奥
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

い
。「
行
」に
お
い
て
は
、対
象
的
に
見
る
限
り
は
理
性
的
と
な
り
、「
悟

き
れ
ば
、
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
の
理
解
も
、
今
日
の
宗

教
間
対
話
の
行
き
詰
ま
り
状
況
の
打
開
の
道
も
開
け
て
来
る
と
見
て

い
るc

。
出
来
事
が
生
起
し
て
い
る
場
所
に
な
る
こ
とd

「
禅
の
悟
り
」
も
頭

（
理
性
）
で
考
え
る
限
り
、
禅
そ
の
も
の
を
頭
で
「
支
配
」
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
悟
り
」
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
。「
悟
り
」

は
「
無
」
と
な
っ
て
「
己
事
究
明
」
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
理

性
で
対
象
的
に
も
の
ご
と
を
見
て
い
る
限
り
は
「
悟
る
」
こ
と
は
出

来
な
い
。
つ
ま
り
、
正
反
対
の
思
考
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
るe

。

此
処
で
は
「
中
動
態
的
見
地
」
か
ら
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
の
必

要
性
」
を
見
て
行
く
。「
出
来
事
が
生
起
し
て
い
る
場
所
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
は
、
既
述
の
と
お
り
、
行
為
者
で
あ
る
私
が
、「
自
転

車
に
乗
る
場
所
に
な
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、「
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
転
換
」
に
よ
っ
て
、「
個
」
と
し
て
の
「
私
」
と
「
自
転
車
」

と
い
う
別
々
の
個
物
が
、
一
つ
に
な
る
あ
り
方
で
あ
る
。
自
転
車
に

乗
る
私
（
行
為
者
）
は
、〈
場
所
〉
と
な
っ
て
、
無
意
識
に
両
者
は
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「
一
つ
の
場
所
」
に
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
るg

。

常
に
「
対
象
的
」
な
二
元
論
で
あ
る
限
り
、言
葉
（
理
論
）、教
義
、

規
則
に
縛
ら
れ
、
言
葉
に
よ
る
「
信
仰
宣
言
」
に
よ
っ
て
明
確
に
表

明
出
来
な
い
と
、「
不
信
仰
」
と
さ
れ
て
し
ま
うh

。
日
々
の
生
活
の

中
に
、
絶
対
者
の
存
在
を
感
じ
取
る
、
真
の
自
己
、
神
性
と
は
程
遠

い
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
西
欧
の
支
配
的
な
、言
葉
に
よ
り
「
対
象
」

を
支
配
的
に
見
る
見
方
で
は
、「
し
る
し
」
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

何
も
の
に
も
変
え
ら
れ
な
い
「
人
の
こ
こ
ろ
」
は
、
無
視
さ
れ
て
い

る
。
言
葉
・
し
る
し
に
頼
る
の
で
は
、「
こ
こ
ろ
」
を
読
み
取
る
こ

と
は
出
来
な
く
な
る
。
聖
書
に
も
、イ
エ
ス
自
身
が
フ
ァ
リ
サ
イ
人
、

律
法
学
士
に
対
し
て
、
律
法
（
規
則
）
に
拘
っ
て
人
を
裁
く
こ
と
は

戒
め
て
い
た
は
ず
で
は
な
か
っ
た
か
。

聖
書
の
言
葉
に
も
、「
二
人
の
者
は
一
体
で
あ
る
」
が
あ
り
、
そ

の
解
釈
か
ら
問
題
な
い
と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
、
ま
た
「
三
位
一
体

の
神
」
を
理
解
す
る
に
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
たi

。

ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、「
僕
が
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
う
ん
じ
ゃ
な
い
。
僕

が
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
う
た
め
に
は
、〈
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
う
者
〉
へ

り
」
は
あ
り
得
な
い
。「
日
本
的
霊
性
」
の
深
奥
は
、「
行
」
に
お
い

て
「
無
」
あ
る
い
は
「
不
偏
心
」
が
あ
っ
て
達
成
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
「
行
」
の
「
神
秘
」
の
意
味
を
解
さ
ず
、
論
理
的
に
見
る

限
り
、
言
葉
に
表
し
た
も
の
だ
け
を
「
信
仰
」
と
す
る
な
ら
、
神
秘

の
世
界
は
「
信
仰
の
妨
げ
に
な
る
」
と
排
除
さ
れ
て
く
る
。
マ
イ
ス

タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（
一
二
六
〇
～
一
三
二
八
頃
）
の
「
神
性
」
が
、

異
端
審
問
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
見
て
も
、
そ
の
意
味
は
理
解
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

「
祈
り
」
を
例
に
取
っ
て
見
る
と
、
神
を
対
象
的
に
見
て
、
口
唱

ま
た
は
合
唱
す
る
こ
と
が
、西
欧
的
・
理
性
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神

信
仰
」
と
す
る
が
、
信
じ
な
い
限
り
、
神
は
意
識
の
中
に
見
え
て
来

な
い
。
す
な
わ
ち
、
無
神
論
が
当
然
に
起
っ
て
き
た
と
し
て
も
、
不

思
議
は
な
い
。
こ
こ
で
言
う
「
祈
り
」
と
は
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
言

う
よ
う
に
、「
自
己
が
神
の
う
ち
に
入
り
、
ま
た
神
が
私
の
こ
こ
ろ

の
う
ち
に
あ
る
」
神
秘
的
な
体
験
を
言
っ
て
い
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

の
「
神
性
」
と
並
ん
で
、
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
は
、「
詩
作
」
に
お

い
て
、
神
と
の
一
致
、
神
の
意
志
、
神
の
招
き
の
う
ち
に
一
致
し
て
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深
く
、
日
本
人
の
「
霊
性
」
に
近
付
け
る
道
は
世
界
哲
学
と

し
て
「
絶
対
無
の
場
所
」
を
示
す
西
田
哲
学
を
「
か
な
め
石
」

と
し
て
あ
る
と
思
う
。

國
分
功
一
郎
の
「
中
動
態
の
世
界
」
と
西
田
哲
学
と
の
関
連
性

既
述
の
國
分
功
一
郎
は
、
二
〇
一
九
年
公
益
財
団
法
人
「
せ
た
が

や
文
化
財
団
」（
東
京
都
世
田
谷
区
）
で
行
な
わ
れ
た
講
演
「
哲
学

対
話 para shif 

パ
ラ
シ
フ
」（
世
田
谷
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・

生
活
工
房
主
催
の
哲
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
に
お
い
て
、「
自
転
車
に
乗

る
体
に
な
る
」
の
喩
え
で
「
中
動
態
」
を
説
明
し
て
い
た
。「
一
如
」

（
動
作
主
で
あ
る
私
と
対
象
の
自
転
車
に
乗
る
体
に
お
い
て
一
つ
の

も
の
（
場
所
）
に
な
る
）
こ
と
の
意
味
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
西
田

哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
も
難
解
な
ま
ま
に
残
るl

。

す
な
わ
ち
、「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
の
必
要
性
を
言
っ
て
い
る
。

國
分
の
「
自
転
車
に
乗
る
体
に
な
る
」
と
い
う
喩
え
は
、
西
田
哲
学

の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
論
理
の
説
明
に
役
立
っ
て
く
るm

。

「
私
と
汝
（
自
転
車
）」
は
「
個
」
と
し
て
は
別
々
の
も
の
で
あ

り
な
が
ら
、「
乗
る
」
と
言
う
動
作
主
の
出
来
事
の
場
所
に
お
い
て

と
僕
が
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
転
車
に
乗
る
と
き
、
自
転

車
を
支
配
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
乗
れ
ま
せ
ん
。〈
自
転
車
に
乗

る
者
〉
へ
と
僕
が
変
化
し
な
け
れ
ば
自
転
車
に
乗
れ
な
いj

」
と
し
て

い
る
。「
使
用
」
と
い
う
の
は
中
動
態
的
で
あ
っ
て
、「
僕
が
使
用
が

起
こ
る
場
所
に
な
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
自
転
車
に
乗
る
と
き
、

僕
は
「
自
転
車
の
使
用
」
の
場
所
に
な
る
。
ま
さ
し
く
主
語
が
動
詞

の
名
指
す
過
程
が
起
こ
る
場
所
に
な
る
と
い
う
の
が
、
中
動
態
の
定

義
で
あ
っ
た
と
言
え
るk

。

中
動
態
か
ら
見
た
西
田
哲
学
の
理
解

西
田
哲
学
を
難
解
と
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
理
解
が
「
日

本
文
化
の
理
解
」
に
繋
が
る
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
西
欧
の
ロ
ゴ
ス
的
論
理
で
は
、「
中

動
態
」
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、「
レ
ン
マ
的
」・
東
洋
的

な
西
田
哲
学
は
理
解
で
き
な
い
。
こ
の
日
本
人
、
日
本
文
化

の
理
解
な
し
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
日
本
人
に
伝
え
よ
う
と
す

る
愚
か
さ
は
矛
盾
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
中
動
態
」
か
ら
よ
り
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し
ま
う
。

彼
ら
の
思
考
で
は
、「
西
田
哲
学
」
な
ど
東
洋
的
な
思
考
に
は
（
論

理
的
に
）
限
界
が
あ
る
と
誤
解
し
た
見
方
し
か
出
来
な
く
な
る
。
理

性
で
自
転
車
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
と
、
理
屈
（
頭
〔
大
脳
〕・
理

性
）
で
考
え
た
の
で
は
、行
動
と
遊
離
す
る
の
で
（
自
転
車
に
）「
乗

る
こ
と
は
出
来
な
いp

」
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
主
語
・
述
語
、
主
観
・
客
観
の
形
式
論
理
の
意
識

し
た
言
葉
に
し
た
の
で
は
「
ロ
ゴ
ス
的
・
も
の
的
」
な
思
考
に
な
る

た
め
、
能
動
と
受
動
が
区
別
さ
れ
る
対
象
論
理
と
な
る
。

「
私
」
と
「
自
転
車
」
は
、
個
々
別
々
の
存
在
で
あ
り
な
が
ら
意

識
す
る
こ
と
な
く
「
自
転
車
に
乗
る
体
（
場
所
）
に
な
っ
て
」「
動

作
主
も
自
転
車
に
乗
る
体
と
な
っ
て
」「
一
つ
」
に
な
る
時
、
す
る

と
あ
る
「
瞬
間
」
に
「
私
」
と
「
自
転
車
」
は
「
一
つ
の
体
」
に
な

っ
て
い
て
、（
小
脳
の
働
き
は
）
意
識
す
る
こ
と
な
く
、〈
自
然
に
〉

身
体
の
一
部
（
場
所
）
と
な
っ
て
「
乗
っ
て
い
る
」（
乗
れ
る
よ
う

に
な
る
と
何
の
意
識
も
考
え
も
要
ら
な
い
自
然
に
身
に
付
い
て
い

る
）
こ
と
に
な
っ
て
い
るq

。
こ
の
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
は
、
禅
の

「
一
つ
（
一
如
）」
で
あ
る
と
私
は
こ
う
解
釈
し
た
い
。
生
活
習
慣
と

し
て
身
に
付
い
た
小
脳
の
働
き
で
あ
る
か
ら
、
理
性
的
に
意
識
・
言

葉
に
表
す
大
脳
の
働
き
と
は
区
別
さ
れ
る
無
自
覚
の
う
ち
に
起
こ
る

出
来
事
で
あ
る
の
で
、「
中
動
態
」
と
し
て
説
明
で
き
る
の
で
は
な

い
かn

。
こ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」「
変
る
こ
と
」
の
意
味
が
分

ら
な
け
れ
ば
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
は
理
解
で
き
な
い
の

で
は
な
い
かo

。

國
分
は
、
こ
の
「
動
作
主
」（
出
来
事
）
の
説
明
を
、「
自
転
車

に
乗
る
」
と
言
う
あ
り
ふ
れ
た
喩
え
で
「
中
動
態
」
を
説
明
し
て
い

た
。
國
分
の
雑
誌
『
精
神
看
護
』（
医
学
書
院
、
二
〇
一
四
年
一
月

か
ら
隔
月
六
回
）
の
見
出
し
は
「〈
す
る
〉
で
も
〈
さ
れ
る
〉
で
も

な
い
世
界
」
と
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
の
私
た
ち
は
、
能
動
態/

受

動
態
と
い
う
二
分
法
で
分
け
ら
れ
た
文
法
世
界
に
生
き
て
い
る
。
現

代
の
西
欧
の
科
学
実
証
主
義
的
思
考
に
慣
ら
さ
れ
た
者
に
と
っ
て

は
、理
性
（
理
屈
）
で
「
も
の
的
ロ
ゴ
ス
的
」
に
考
え
る
も
の
で
、「
私
」

と
「
自
転
車
」
と
を
、主
語
・
述
語
的
な
二
項
対
立
の
二
元
論
で
別
々

に
考
え
て
し
ま
う
の
で
、
全
く
無
駄
な
思
考
を
す
る
と
思
い
込
ん
で
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こ
の「
場
所
」に
お
い
て〈
一
つ
〉に
な
る「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」

が
理
解
出
来
な
け
れ
ば
、「
世
界
哲
学
」
と
し
て
の
西
田
哲
学
は
見

え
て
こ
な
い
。
西
田
の
見
る
世
界
は
、
東
西
思
想
の
対
立
を
超
え
た

「
世
界
哲
学
」と
し
て
の
道
で
あ
る
。
そ
れ
は
、ま
た
木
岡
伸
夫
の「
邂

逅
の
論
理t

」と
も
重
な
っ
て
く
る
。
私
た
ち
の
求
め
て
い
る
も
の
は
、

こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
に
よ
っ
て
見
る
「
邂
逅
の
道
」
で
も
あ
る
。

西
田
哲
学
を
今
日
の
世
界
に
活
か
す
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る

筆
者
の
自
覚
す
る
使
命
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
不
可
欠
と
思
わ
れ
る

一
点
に
言
及
し
て
、
本
項
を
結
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。「
仏
に
逢
う
て

は
仏
を
殺
せ
、師
に
逢
う
て
は
師
を
殺
せ
」
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、

何
か
に
囚
わ
れ
て
い
る
限
り
は
、
真
実
の
道
は
見
え
て
来
な
いu

。
西

田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
の
論
理
」
が
、
東
西
統
合
の
道
を
開
く

「
か
な
め
石
」
と
な
っ
て
働
く
た
め
に
は
、
宗
教
の
世
界
に
お
い
て
、

「
行
」
の
心
構
え
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

邂
逅
に
向
か
う
西
田
哲
学

二
十
一
世
紀
は
「
対
話
の
時
代
」
で
あ
る
こ
と
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
時
代
の
「
適
応
主
義
」
と
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
「N

ostra 

悟
り
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
同
じ
も
の
を
見
て
も
世
界
観
が
全
く
変

る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
こ
の
心
境
は
、
禅
で
は
「
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
、・・・
」

と
し
て
仏
教
の
真
髄
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
を
意
識
し
、
言

葉
に
す
る
と
、
そ
の
説
明
は
非
常
に
難
し
い
も
の
と
な
っ
て
く
るr

。

こ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
管
見
の
認
識
を

一
八
〇
度
「
転
換
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
の
認
識
世
界
の
地
平

が
大
き
く
変
っ
て
く
るs

。

西
田
哲
学
は
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
場
所

の
論
理
に
よ
っ
て
、
東
西
思
想
の
対
立
を
超
え
て
「
東
西
論
理
思
想

を
綜
合
」
す
る
「
世
界
哲
学
」
の
道
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。「
対

話
の
道
を
阻
む
も
の
」
の
項
で
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
が
最
後

の
砦
と
し
て
い
た
「
西
田
哲
学
の
〈
絶
対
無
の
場
所
〉
と
ロ
ヨ
ラ
の

イ
グ
ナ
テ
オ
の
〈
霊
操
の
不
偏
心
〉
の
類
似
性
」
を
取
り
上
げ
て
き

た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
軽
微
に
扱
わ
れ
て
き
た
経
緯
は
、
西
欧
思
想
の

科
学
実
証
的
思
惟
を
優
位
・
絶
対
と
す
る
思
考
に
慣
ら
さ
れ
た
現
代

日
本
の
研
究
者
の
反
応
で
あ
っ
た
。
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こ
こ
に
お
い
て
始
め
て
、
東
洋
思
想
・「
西
田
哲
学
」
の
思
考
の

大
切
さ
が
見
え
て
く
る
。
人
類
社
会
の
多
様
性
（
差
異
）
を
認
め
、

そ
の
根
源
に
あ
る
「
共
通
基
盤
」
は
、「
行
」
に
お
い
て
得
ら
れ
る

「
根
源
的
い
の
ち
」
へ
、「
大
い
な
る
方
の
い
の
ち
の
源
泉
」
を
自
覚

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
世
界
哲
学
」
の
道
が
開
か
れ
て
く
る
。
こ
の

「
開
け
」
は
、「
レ
ン
マ
的
」
思
考
の
残
る
日
本
語
・
日
本
文
化
・
日

本
的
思
考
に
お
い
て
、
特
に
「
西
田
哲
学
」
に
お
い
て
「
あ
る
」
と

言
え
る
。

西
欧
の
「
ロ
ゴ
ス
的
」
思
考
で
は
、
形
式
論
理
で
あ
り
、
形
の
見

え
る
も
の
・
耳
で
聞
こ
え
る
も
の
を
真
理
と
す
る
た
め
に
、
こ
こ
ろ

の
世
界
は
見
え
て
来
な
い
。

こ
の
動
向
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
筆
者
の
西
田
哲
学
に
対

す
る
関
心
が
深
ま
り
、
思
想
的
理
解
が
進
ん
で
い
く
。
前
述
し
た
ご

と
く
、
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
を
「
か
な
め
石
」
と
す
る

な
ら
、「
世
界
哲
学
」
と
し
て
東
西
の
思
想
対
立
を
「
統
合
」
す
る

も
の
が
「
開
か
れ
て
」
く
る
の
で
は
な
い
か
。
一
宗
教
者
と
し
て
、

西
田
哲
学
を
キ
リ
ス
ト
教
の
問
題
に
い
か
に
適
用
す
る
か
が
、
筆
者

aetate 

」
で
既
に
訴
え
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
西
欧
思
想
絶
対
・
優

位
の
一
方
的
な
支
配
的
な
思
想
に
は
対
話
が
成
立
し
て
来
な
か
っ

た
。し

か
し
、
西
欧
優
位
・
絶
対
の
思
想
はv

、
近
代
科
学
実
証
主
義
の

時
代
ま
で
は
、
自
由
主
義
・
資
本
主
義
と
し
て
大
量
生
産
・
大
量
消

費
を
産
み
、
人
類
が
豊
か
で
便
利
な
社
会
の
恩
恵
に
浴
し
て
き
た
一

時
期
は
あ
っ
た
が
、
二
〇
世
紀
に
入
り
二
度
の
世
界
大
戦
、
核
兵
器

の
使
用
、
そ
し
て
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
に
直
面
し
て
く
る
ば
か
り

か
、
自
由
主
義
は
格
差
を
産
み
、
大
半
の
人
は
搾
取
さ
れ
虐
げ
ら
れ
、

精
神
を
病
む
人
が
増
え
て
き
たw

。

貧
し
い
人
々
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
、
ス
ラ
ム
で
暮
ら
す
人
等
は
、

釈
迦
の
生
涯
史
に
も
旧
約
聖
書
に
も
頻
繁
に
出
て
く
る
が
、
今
日
に

お
い
て
は
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
事
実
で
あ
るx

。

こ
の
「
行
き
詰
ま
り
」
の
世
界
を
ど
う
打
開
し
て
行
く
か
。
事
こ

こ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
頭
（
理
性
）
中
心
の
考
え
方
で
は
、

人
間
中
心
で
世
界
を
、
対
象
（
自
然
・
地
球
）
を
支
配
的
に
見
る
た

め
に
、
決
し
て
開
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
解
っ
て
く
る
。
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お
わ
り
に

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
な
し
に
、
東
西
思
想
対
立
の
は
ざ
ま
で

は
何
を
語
っ
て
も
論
理
が
噛
み
合
う
は
ず
が
な
か
っ
た
。
西
欧
的
思

考
を
中
心
と
し
て
普
遍
・
絶
対
と
す
る
場
合
、
思
考
は
、
ア
ガ
ン
ベ

ン
の
い
う
「
使
用
」
で
は
な
く
「
支
配
的
」
な
上
か
ら
目
線
で
し
か

な
く
、〈
あ
い
だ
〉
が
存
在
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
支

配
に
反
発
す
る
非
西
洋
の
途
上
国
の
内
紛
、
テ
ロ
は
連
日
途
切
れ
る

こ
と
な
く
続
い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
対
話
・

邂
逅
」
の
道
に
お
い
て
、
互
い
に
寄
り
添
う
「
と
と
も
に
あ
る
」
隣

人
愛
の
姿
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。「
汝
の
敵
を
も
愛
せ

よ
」（
マ
タ
イ
五
章
三
八
節
）
の
聖
書
の
戒
め
の
言
葉
は
、
大
乗
仏

教
の
「
縁
起
」
に
も
あ
る
よ
う
に
「
空
」
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
西
洋
的
な
「
ロ
ゴ
ス
的
論
理
」
に
対
し
て
、龍
樹
の
『
中
論
』

は
、
中
間
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
不
生
不
滅
」「
不
一
不

異
」
と
い
っ
た
「
八
不
」
の
言
い
回
し
は
、「
Ａ
で
も
非
Ａ
で
も
な
い
」

と
い
う
両
非
が
、
た
だ
ち
に
「
Ａ
で
も
非
Ａ
で
も
あ
る
」
と
い
う
両

是
を
導
き
出
す
、
と
い
っ
た
独
特
な
逆
説
を
意
味
す
る
「
レ
ン
マ
の

の
関
心
の
焦
点
と
な
っ
た
。

現
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、「
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を

尊
重
す
る
」
と
公
言
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
保
守
派
の
官
僚
の
反

対
が
強
く
改
革
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
こ
こ
でy

、
東
西
思
想
間

の
対
話
、
な
い
し
宗
教
間
対
話
を
阻
む
も
の
に
つ
い
て
、
再
度
論
じ

た
い
。
東
洋
的
な
「
こ
と
＝
レ
ン
マ
」
的
論
理
と
、西
欧
の
「
も
の
＝

ロ
ゴ
ス
」
的
論
理
に
は
、
相
容
れ
な
い
面
が
あ
る
。
明
治
以
降
に
日

本
に
入
っ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
西
洋
思
想
の
科
学
的
思
考
、
つ

ま
り「
ロ
ゴ
ス
的
論
理
」を
優
位
と
し
、そ
の
土
台
の
上
に
翻
訳
さ
れ
、

導
入
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
日
本
人
に
は
馴
染
ま
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、す
で
に
強
調
し
た
と
お
り
で
あ
る
。し
か
し
、

ロ
ー
マ
教
会
は
、
既
に
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
のN

ostra aetate

の

教
令
に
よ
っ
て
、「
開
か
れ
た
教
会
」
を
打
ち
出
し
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
教
会
に
、
い
ま
欠
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

何
だ
ろ
う
か
。
対
等
自
由
に
、
お
互
い
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
尊

重
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
「
対
話
」、
す
な
わ
ち
邂
逅
の
道
で
あ
るz

。

こ
れ
が
小
論
の
結
論
で
あ
る
。
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て
来
た
こ
と
を
示
せ
た
な
ら
幸
い
で
あ
る
。

註

1
	

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
日
本
巡
察
師
と
し
て
来
日
す
る
が
、
日
本
人
を

理
解
し
、
適
応
主
義
を
推
進
す
る
た
め
に
、
大
村
に
日
本
語
学
校
を
設

立
し
、
西
洋
か
ら
日
本
に
来
る
宣
教
師
に
は
、
二
年
間
、
日
本
語
、
日

本
文
化
の
学
習
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
拙
稿
「『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
コ

レ
ジ
ョ
の
講
義
要
綱
』
に
見
るA

・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
適
応
主
義
布

教
方
針
」（
ア
ジ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
・
多
元
性
研
究
会
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル

第
九
号
、
京
都
大
学
、
二
〇
一
一
年
、
参
照
。

2
	

〈
縁
〉
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
邂
逅
の
論
理
』
の
ほ
か
、『〈
あ
い
だ
〉

を
開
く
～
レ
ン
マ
の
地
平
』
世
界
思
想
社
、二
〇
一
四
年
を
参
照
。「
縁

起
」
は
「
空
」
の
思
想
で
も
あ
り
、
龍
樹
の
『
中
論
』
か
ら
、
仏
教
的
・

東
洋
的
な
「
こ
と
的
・
レ
ン
マ
的
」
な
論
理
が
示
さ
れ
て
い
る
。
東
西

思
想
を
結
ぶ
重
要
な
論
理
と
な
る
。

3
	

國
分
功
一
郎
『
中
動
態
の
世
界
～
意
志
と
責
任
の
考
古
学
』
医
学
書
院

　

二
〇
一
七
年
、
四
一
頁
。
こ
の
語
は
、
國
分
が
二
〇
一
四
年
一
月
か

ら
連
載
さ
れ
た
『
精
神
看
護
』
中
の
「
中
動
態
の
世
界
」
の
副
題
で
も

あ
る
。

論
理
」
で
も
あ
る
。
こ
の
論
理
が
「
空
」
を
意
味
す
る
「
中
の
論
理
」

で
あ
る
。
こ
の
「
中
」
の
論
理
に
お
い
て
「
東
西
論
理
思
想
の
綜
合
」

が
達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。「
縁
」
の
論
理
に
お
け
る
「
相
依

相
待
」
に
お
い
て
、「
あ
い
だ
」
が
開
か
れ
て
く
る
と
い
え
る
。
そ

れ
は
ま
た
、
国
境
、
民
族
の
垣
根
を
超
え
て
「
対
話
・
邂
逅
」
の
道

を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。「〈
も
の
〉
と
〈
こ
と
〉」
で
、
す
で
に
見

て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
内
な
る
「
こ
こ
ろ
」
か
ら
の
「
こ
と
・
レ

ン
マ
的
」
体
験
な
く
し
て
は
、「
あ
い
だ
」
を
開
く
」
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
こ
に
は
、
東
西
思
想
の
対
立
を
超
え
た
、
人
間
の
あ
る
べ

き
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

最
後
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
発
祥
以
来
欧
米
の
論
理
思
想
か

ら
消
え
て
行
っ
た
「
中
動
態
」
の
掘
り
返
し
の
必
要
性
は
、
す
で
に

見
て
来
た
が
、
今
日
ま
で
も
「
中
動
態
」
の
残
っ
て
い
る
、
日
本
語
・

日
本
文
化
に
お
い
て
は
、「
東
西
論
理
思
想
を
綜
合
」す
る
世
界
哲
学
、

特
に
西
田
哲
学
を
「
か
な
め
石
」
と
し
て
開
か
れ
て
来
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
。
本
論
で
は
、
そ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
の
必

要
性
を
訴
え
る
こ
と
に
お
い
て
、
世
界
哲
学
の
「
入
り
口
」
が
見
え
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信
を
持
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
の
必
要
性
」

を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
同
じ
欧
米
的
な
形
式
論
理
で
答

え
て
い
た
た
め
に
「
行
き
詰
ま
り
」
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

8
	

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」「
変
る
」
こ
と
の
必
要
性
を
解
っ
て
い
る
つ
も

り
で
は
い
て
も
、
欧
米
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
形
式
論
理
で
見
る
認

識
論
で
あ
る
限
り
、
対
象
論
理
（
二
元
論
）
的
に
見
る
も
の
で
、
弁
証

法
を
脱
す
る
こ
と
は
出
来
て
い
な
か
っ
た
。
西
欧
思
想
の
「
中
動
態
の

文
法
欠
如
」
に
気
付
い
た
の
ち
の
拙
稿
「
中
村
元
著
『
東
洋
人
の
思
惟

方
法
』
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」『
比
較
思
想
研
究
第
四
三
号
』
比
較

思
想
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
で
中
動
態
を
説
明
し
て
き
た
。

9
	

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
事
柄
で
あ
る
の
で
次

項
で
も
取
り
上
げ
る
が
、「
禅
の
悟
り
」
の
体
験
に
も
似
て
、
あ
る
瞬

間
に
お
い
て
世
界
観
が
逆
転
す
る
。
こ
の
頓
悟
の
体
験
は
「
行
」
に
お

い
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
理
性
で
、
学
的
に
頭
で
考
え
た
の
で

は
逆
の
思
考
に
な
り
体
験
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
説
明
が
難
し
い
。

内
な
る
こ
こ
ろ
と
世
界
が
「
一
つ
」
に
な
っ
て
始
め
て
開
か
れ
て
く
る

認
識
が
必
要
と
な
る
。

0
	

同
じ
く
、十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
（
一
五
四
二
～
九
一
）
の
『
霊
魂
の
暗
夜
』

に
あ
る
よ
う
に
、
一
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
語
・
思
惟
方
法
で
は
、
神
秘

体
験
は
表
現
で
き
ず
、「
詩
作
」
に
し
て
説
明
す
る
よ
り
他
に
方
法
が

4
	

拙
稿
「
中
動
態
の
文
法
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
～
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ

の
「
詩
作
」
か
ら
～
」
既
述
『
ア
ジ
ア
研
』
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
一
五
号
、

二
〇
一
七
年
、
参
照
。

5
	

「〈
も
の
〉
と
〈
こ
と
〉
に
つ
い
て
」、「
中
動
態
に
つ
い
て
」
は
、
前
掲

ア
ジ
ア
研
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
一
九
ー
二
号
「
キ
リ
ス
ト
教
は
日
本
人
に
親

し
ま
れ
て
い
る
か
？
ー
西
田
幾
多
郎
の
〈
日
本
文
化
の
問
題
〉
か
ら
見

て
ー
」
で
詳
し
く
述
べ
た
。

6
	

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
『
回
勅　

ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
～
と
も
に
暮
ら
す
家

を
大
切
に
～
』
バ
チ
カ
ン
、
二
〇
一
五
年
、
日
本
語
版
は
二
〇
一
七
年
、

及
び
、
既
出
木
岡
伸
夫
著
『〈
あ
い
だ
〉
を
開
く
』
で
も
環
境
問
題
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

7
	

『
東
西
宗
教
研
究 

一
四
・
一
五
号
』
二
〇
一
六
年
、
及
び
「
宗
教
間
対

話
の
可
能
性
～
西
田
幾
多
郎
の
場
所
論
を
要
石
と
し
て
～
」
前
掲
『
ア

ジ
ア
研
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
一
二
号
』
二
〇
一
四
年
、
参
照
。
他
に
、
Ｈ
・

デ
ュ
モ
リ
ン
著
『
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
邂
逅
』
西
村
恵
信
訳
、
春
秋

選
書
、
一
九
八
一
年
。
愛
宮
真
備
ラ
サ
ー
ル
著
『
禅
―
悟
り
へ
の
道
』

池
本
喬
・
志
山
博
訪
訳
、
理
想
社
、
一
九
六
七
年
。
門
脇
佳
吉
著
『
道

の
形
而
上
学　

芭
蕉
・
道
元
・
イ
エ
ス
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

同
門
脇
訳
『
霊
操
』
岩
波
文
庫
、一
九
九
五
年
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、「
カ

ト
リ
ッ
ク
禅
」
の
接
心
会
に
も
参
加
し
て
い
て
、
諸
宗
教
間
対
話
は
確
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二
〇
一
七
年
、参
照
。
濱
田
は
、次
註15

の
秋
月
龍
珉
と
同
じ
で
、（
修
）

行
を
欠
い
て
は
、「
場
所
的
逆
限
定
」
の
西
田
哲
学
は
理
解
で
き
な
い

と
し
て
い
る
。

e
	

こ
の
こ
と
は
、
空
港
か
ら
直
接
に
「
禅
の
僧
堂
」
に
来
る
欧
米
か
ら
の

参
禅
者
の
気
迫
に
は
驚
か
さ
れ
る
が
、
理
性
で
何
か
を
求
め
る
禅
で
は

ど
れ
だ
け
坐
っ
て
も
「
禅
定
」
を
得
る
こ
と
は
な
い
。
道
元
は
『
正
法

眼
蔵
』「
弁
道
話
」
で
、
何
か
を
求
め
る
禅
を
「
乞
食
禅
」
と
し
て
戒

め
て
い
る
が
、
理
性
的
に
「
禅
」
を
や
っ
て
も
何
も
得
ら
れ
な
い
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。
夢
窓
国
師『
夢
中
問
答
』佐
藤
泰
舜
校
訂
、岩
波
文
庫
、

一
九
九
八
年
、
下
巻
「
本
分
の
田
地
」
参
照
。
他
に
は
、
秋
月
龍
珉
は

『
絶
対
無
と
場
所
～
鈴
木
禅
学
と
西
田
哲
学
～
』青
土
社
、一
九
九
六
年
、

一
九
頁
の
「
序
」
で
、務
台
理
作
の
「〈
場
所
〉
と
〈
逆
対
応
〉
の
関
係
」

を
述
べ
て
い
る
。
秋
月
は
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』「
弁
道
話
」
の
は
じ

め
に
「
人
々
分
上
に
豊
か
に
具
わ
れ
り
と
い
え
ど
も
、
修
せ
ざ
る
に
は

現
れ
ず
、
証
せ
ざ
る
に
は
う
る
こ
と
な
し
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
即

ち
、
世
を
あ
げ
て
、
世
の
中
全
体
が
、
結
果
を
期
待
す
る
こ
と
に
執
着

し
て
、
形
に
あ
ら
わ
れ
た
よ
い
も
の
だ
け
を
得
よ
う
と
す
る
。
知
覚
は

働
い
て
い
る
が
、
知
覚
そ
の
も
の
は
残
ら
な
い
。

f
	

西
田
は
、
最
晩
年
に
鈴
木
大
拙
宛
に
送
っ
た
書
簡
に
「
キ
リ
ス
ト
教
は

対
象
論
理
」
と
し
て
い
た
。『
西
田
幾
多
郎
全
集 

第
一
九
巻
』
旧
刊
、

な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

a
	

ア
ガ
ン
ベ
ン
『
身
体
の
使
用
～
脱
構
成
的
可
能
態
理
論
の
た
め
に
～
』

上
村
忠
男
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
六
年
。

b
	

上
田
閑
照
『
西
田
幾
多
郎
を
読
む
』
岩
波
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
ス
、

一
九
九
一
年
、や
藤
田
正
勝
『
現
代
思
想
と
し
て
の
西
田
幾
多
郎
』（
講

談
社
選
書
メ
チ
ェ
、
一
九
九
八
年
）
他
花
岡
永
子
、
気
多
雅
子
等
多
数

あ
り
、西
田
哲
学
の
深
奥
ま
で
語
り
尽
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

不
思
議
に
思
う
程
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
。

c
	

拙
稿
「
対
話
的
原
理
に
つ
い
て
～
西
田
哲
学
の
場
所
論
と
祈
り
の
あ
る

キ
リ
ス
ト
教
の
類
似
性
」『
宗
教
学
論
叢
』
第
一
輯
、
八
一
頁
～
、
宗

教
と
哲
学
研
究
会
、
花
園
大
学
、
二
〇
一
六
年
。
ま
た
、
藤
田
正
勝

『
思
想
間
の
対
話　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
哲
学
と
受
容
の
展
開
』
法
政

大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年
。
ジ
ョ
ン
・
Ｂ
・
カ
ブ
『
対
話
を
超
え
て

～
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
相
互
変
革
の
展
望
』
延
原
時
行
訳
、行
路
社
、

一
九
八
五
年
、
等
々
宗
教
間
対
話
の
著
作
は
多
数
あ
り
。

d

「
出
来
事
が
生
起
し
て
い
る
場
所
に
な
る
」
に
つ
い
て
は
、
既
出
拙
稿
ア

ジ
ア
研
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
一
五
号
の
「
五
、
中
動
態
に
つ
い
て
」
参
照
。

他
に
は
、
京
都
大
学
教
育
学
部
院
生
、
濱
田
覚
「
自
律
性
療
法
と
ド

イ
ツ
古
典
哲
学
～
超
越
的
哲
学
の
方
法
と
し
て
の
自
律
性
療
法
と
中

動
態
～
」
参
照
。『
場
所
』
第
一
六
号
、
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
、
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は
一
体
と
な
る
の
で
す
。
そ
れ
で
、
も
は
や
、
ふ
た
り
で
は
な
く
、
一

人
な
の
で
す
。
こ
う
い
う
わ
け
で
人
は
、
神
が
結
び
合
せ
た
も
の
を
引

き
離
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」。
三
位
一
体
と
は
、
神
が
「
父
な
る
神
、

子
な
る
キ
リ
ス
ト
、
聖
霊
と
い
う
三
つ
の
位
格
を
有
す
る
唯
一
の
神
と

し
て
存
在
す
る
」
と
い
う
教
理
で
、
三
人
の
別
々
の
神
が
い
る
わ
け
で

な
く
、
唯
一
の
神
の
中
に
三
つ
の
位
格
が
相
互
に
浸
透
し
、
三
つ
に
し

て
一
つ
の
神
で
あ
る
、
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
・
教
義
の
基
本
と

な
っ
て
い
る
。「
と
と
も
に
」「
に
よ
っ
て
」「
の
う
ち
に
」
寄
り
添
う

姿
こ
そ
が
、「
神
の
愛
」
の
象
徴
で
あ
る
が
、
日
本
語
・
日
本
文
化
・

日
本
人
の
生
活
習
慣
を
学
ば
ず
、「
場
所
に
お
い
て
」
一
つ
と
な
る
こ

と
な
し
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
日
本
人
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

j
	

既
述
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
『
身
体
の
使
用
』
六
一
頁
。

k
	

こ
の
「
中
動
態
の
定
義
」
に
つ
い
て
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
バ
ン
ベ
ニ
ス

ト
の
『
一
般
言
語
の
諸
問
題
』（
岸
本
通
夫
監
訳
、
み
す
ず
書
房
、

一
九
八
三
年
）
の
一
六
五
頁
～
「
一
二　

動
詞
の
能
動
態
と
中
動
態
」

か
ら
取
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。「〈
あ
る
〉
は
印
欧
語
で
は
、〈
行

く
〉
や
〈
流
れ
る
〉
と
同
様
、
主
体
の
関
与
が
必
要
と
さ
れ
な
い
過
程

な
の
で
あ
る
。
こ
の
定
義
は
消
極
的
な
範
囲
で
正
し
い
に
過
ぎ
な
い

が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
中
動
態
の
定
義
は
、
積
極
的
な
も
の
を
持
っ
て

い
る
。
中
動
態
の
場
合
は
、
主
辞
は
、
過
程
の
場
所
で
あ
り
、
こ
の
こ

岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
書
簡
二
一
九
五
、
昭
和
二
〇
年
五
月
一
一

日
付
、
鈴
木
大
拙
宛
。「
私
は
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
、
仏
教
を
哲
学

的
に
勝
れ
た
点
が
あ
り
却
っ
て
将
来
に
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
キ
リ
ス
ト
教
は
論
理
的
に
言
語
的
論
理
、
対
象
論
理
だ
と
い
ふ　

神
を
対
象
的
に
見
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

g
	

神
秘
家
と
し
て
ア
ヴ
ィ
ラ
の
聖
テ
レ
ジ
ア
も
有
名
で
あ
り
追
記
す
る
。

既
述
の
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
、『
霊
操
』
の
著
者
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ

オ
の
影
響
を
受
け
て
、
テ
レ
ジ
ア
は
観
想
修
道
会
で
あ
る
カ
ル
メ
ル
会

の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

h
	

か
つ
て
貧
し
か
っ
た
夫
婦
は
半
世
紀
経
っ
て
も
、
指
輪
が
無
く
と
も
変

ら
ず
夫
婦
で
あ
っ
た
。
史
跡
の
残
る
縄
文
時
代
か
ら
一
万
年
以
上
の
長

い
歴
史
の
中
で
、
指
輪
が
無
く
と
も
生
涯
を
共
に
し
て
き
た
夫
婦
は
数

知
れ
な
い
程
居
る
で
は
な
い
か
。
日
本
で
西
欧
思
想
の
影
響
を
受
け
た

の
は
明
治
維
新
後
で
あ
り
、
東
西
思
想
の
差
異
を
如
実
に
示
し
て
い
る

と
思
う
。
聖
書
に
「
よ
こ
し
ま
で
神
に
背
い
た
時
代
の
者
た
ち
は
し
る

し
を
欲
し
が
る
が
、
ヨ
ナ
の
し
る
し
の
ほ
か
に
は
、
し
る
し
は
与
え
ら

れ
な
い
」（
マ
タ
イ
一
六
章
四
節
）
と
あ
る
が
、
人
を
民
族
を
信
用
で

き
な
い
で
、
教
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

i
	

【
マ
ル
コ
一
〇
章
六
～
】
創
造
の
初
め
か
ら
、
神
は
、
人
を
男
と
女
に

造
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
は
そ
の
父
と
母
を
離
れ
、
ふ
た
り
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に
出
て
こ
な
い
・
意
識
以
前
の
）〔
小
脳
〕
の
働
き
」
に
例
え
る
と
解

り
易
い
。
脳
科
学
に
つ
い
て
は
、
芦
名
定
道
・
星
川
啓
慈
編
は
「
悟
り
」

の
支
え
と
な
る
、
宗
教
体
験
も
述
べ
て
い
る
。「
無
」
で
あ
り
「
空
」

で
あ
る
「
場
所
」
に
変
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

o
	

國
分
は
前
掲
『
中
動
態
の
世
界
―
意
志
と
責
任
の
考
古
学
』
一
七
五
頁
。

「
四　

出
来
事
の
描
写
か
ら
行
為
の
帰
属
へ
」
で
「
出
来
事
が
主
、
行

為
者
が
従
だ
っ
た
時
代
」
と
し
て
、
壮
大
な
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語

族
の
歴
史
を
語
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
に
お
い
て
は
今
日
の
日
本
語
の

よ
う
に
「
中
動
態
」
が
生
き
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

p
	

頭
で
考
え
て
か
ら
の
動
作
で
は
瞬
間
の
プ
レ
ー
に
追
い
付
け
な
い
。
他

に
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
行
進
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
人
形
浄
瑠
璃
等
一
糸

乱
れ
ぬ
行
動
は
、
全
体
が
「
場
所
そ
の
も
の
」
に
成
り
切
っ
て
出
来
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
禅
堂
経
験
で
も
同
じ
こ
と
で
、「
頭
」
で
考
え
て
坐

る
の
で
は
、
何
時
ま
で
も
雑
念
と
足
の
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
、
禅
定
は
得

ら
れ
な
い
。
小
脳
・
下
層
脳
は
「
生
命
情
動
脳
」
と
言
わ
れ
生
活
全
般

を
司
っ
て
い
る
が
、
見
え
な
い
世
界
で
あ
り
、「
無
と
絶
対
無
」
な
ど

ユ
ン
グ
の
「
集
合
的
無
意
識
」
や
「
阿
頼
耶
識
」
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

大
脳
・
上
層
脳
は
「
理
知
脳
」
と
言
わ
れ
る
が
、
意
識
さ
れ
た
世
界
の

も
の
で
小
脳
へ
の
指
示
が
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
詳
述
は
し
な
い
。

q
	

西
田
の
論
文
「
私
と
汝
」
に
お
い
て
も
「
互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
も
の

と
は
、
ラ
テ
ン
語fruor 

や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語 m

anyate 

の
よ
う

に
、
そ
の
過
程
が
目
的
辞object 

を
要
求
す
る
と
き
に
も
変
り
は
な

い
。
主
辞
は
、
そ
の
過
程
で
行
為
者
で
あ
っ
て
同
時
に
そ
の
中
心
な
の

で
あ
る
。」

l
	

「
一
如
」
と
は
、
仏
教
用
語
で
絶
対
的
に
同
一
で
あ
る
真
実
の
姿
の
意

味
で
あ
る
。
一
で
あ
り
つ
つ
そ
れ
は
異
な
る
が
、
異
な
り
つ
つ
も
そ
れ

は
一
で
あ
る
と
い
う
、
真
如
を
弁
証
法
的
に
表
現
し
た
語
で
あ
る
。
元

は
老
荘
思
想
の
概
念
で
あ
り
、
万
物
を
生
成
し
存
在
し
て
い
る
真
実
の

相
、
ま
た
そ
の
差
別
相
を
超
越
し
た
存
在
意
義
を
意
味
す
る
。（
例
：

梵
我
一
如
）　

m
	

國
分
は
、『
ス
ピ
ノ
ザ
の
方
法
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
一
年
や
ア
ガ

ン
ベ
ン
の
『
身
体
の
使
用
～
脱
構
成
的
可
能
態
の
理
論
の
た
め
に
～
』

み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
六
年
を
使
っ
て
、「
自
転
車
に
乗
る
体
に
な
る
」

あ
る
い
は
「
僕
が
自
転
車
の
使
用
の
場
所
に
な
る
」
と
し
て
「
中
動

態
」
を
説
明
し
て
い
る
が
、
西
田
幾
多
郎
の
名
は
出
て
来
な
い
。
む
し

ろ
、
木
村
敏
が
『
関
係
と
し
て
の
自
己
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、

二
二
八
頁
の
「
第
Ｘ
章　

西
田
哲
学
と
精
神
病
理
学
」
で
高
く
評
価
し

て
い
て
、
必
然
的
に
「
中
動
態
」
と
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
場
所
」

と
関
係
し
て
く
る
と
考
え
る
。　

n
	

脳
の
働
き
は
國
分
の
説
明
で
は
な
い
が
、
行
動
（
動
作
）
を
「（
言
葉
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拙
稿
「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
嘆
き
～
何
故
西
洋
の
思
想
・
言
語
は
息
苦
し

い
か
」
既
述
ア
ジ
ア
研
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
。
ハ

イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
語
、
ド
イ
ツ
文
化
、
思
惟
方
法
で
は

「
存
在
」
を
語
る
こ
と
が
で
き
ず
、
躓
い
た
こ
と
を
嘆
く
。
ま
た
、『
野

の
道
で
の
会
話
』
全
集
第
七
七
巻
、
麻
生
建
・
ク
ラ
ウ
ス
・
オ
ピ
リ
ー

ク
訳
、
創
文
社
、
二
〇
〇
一
年
の
中
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し

ん
だ
教
会
の
塔
を
外
か
ら
見
る
と
全
く
違
う
こ
と
を
語
る
。

t
	

木
岡
伸
夫
『
邂
逅
の
論
理
～
〈
縁
〉
の
結
ぶ
世
界
へ
』
春
秋
社　

二
〇
一
七
年　

第
一
章
「
三　
〈
邂
逅
〉
と
い
う
主
題
へ
」
で
は
、「
欧

米
思
想
に
は
対
話
が
な
い
」
こ
と
を
、〈
邂
逅
〉
と
い
う
課
題
に
結
び

つ
け
て
い
る
。「
邂
逅
」
は
、
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
と
同

じ
く
、
世
界
哲
学
の
「
か
な
め
石
」
と
す
べ
き
も
の
に
な
っ
て
く
る
。

東
西
思
想
の
対
立
を
超
え
て
「
邂
逅
の
道
」
を
示
す
論
考
は
極
少
で
あ

る
が
、
木
岡
は
、
東
西
の
風
土
的
相
違
を
超
え
て
、
双
方
の
「
あ
い
だ
」

を
開
く
〈
邂
逅
の
論
理
〉
を
打
ち
立
て
る
。「
対
話
の
原
理
」
と
同
じ

で
、
出
会
い
・
邂
逅
の
道
は
双
方
が
対
等
の
立
場
に
あ
っ
て
、
自
己
の

全
存
在
を
掛
け
て
「
一
つ
に
な
る
」
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
る
。
他
に
こ

こ
で
は
紹
介
す
る
の
み
で
あ
る
が
、『
未
来
哲
学
』
未
来
哲
学
研
究
所
、

二
〇
二
〇
年
に
よ
る
と
、
編
者
末
木
文
美
士
は
「
未
来
に
向
け
て
人
類

が
な
お
も
希
望
と
理
想
を
持
と
う
と
す
る
な
ら
ば
、
哲
学
の
再
構
築
が

が
」「
一
つ
」
に
な
る
、「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」（
大
拙
は
「
即
非

の
論
理
」）
を
い
う
が
、（
刹
那
滅
―
瞬
間
は
ま
だ
時
間
の
内
に
残
っ
て

い
る
が
）
そ
れ
ら
を
超
え
た
も
の
を
西
田
哲
学
は
「
純
粋
経
験
」
と
し

て
、す
で
に
語
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
善
の
研
究
』「
再
版
の
序
」は
、

昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
刊
で
あ
る
が
、そ
こ
に
記
さ
れ
る
内
容
は
、

田
辺
元
の
問
い
へ
の
答
え
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
西
田
は
山
田
琴
と

再
婚
し
「
私
と
汝
」
の
関
係
は
「
空
」
で
あ
り
、
田
辺
の
批
判
す
る
隙

間
（
社
会
性
＝
種
）
で
な
い
こ
と
を
自
信
を
持
っ
て
答
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
田
辺
に
は
「
行
」
体
験
が
な
く
、
こ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転

換
」
の
意
味
を
解
せ
ず
、
西
田
の
論
理
に
付
い
て
行
け
な
か
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。

r
	

西
田
は
創
刊
時
の
『
善
の
研
究
』
の
「
序
文
」
で
、「
純
粋
経
験
を
唯

一
の
実
在
と
し
て
す
べ
て
を
説
明
し
て
見
た
い
・・・
」
と
あ
る
よ
う
に
、

見
え
な
い
隠
れ
た
世
界
を
表
現
す
る
哲
学
に
は
当
初
か
ら
苦
慮
し
て
い

た
こ
と
が
解
る
。
こ
の
難
解
な
哲
学
を
「
自
覚
」、「
場
所
」
に
お
い
て

説
明
し
よ
う
と
す
る
が
、
こ
の
「
お
い
て
あ
る
場
所
」
の
説
明
も
弁
証

法
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
経
緯
は
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
西

田
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
は
あ
っ
た
「
中
動
態
」
の
文
法
に
つ
い
て
は
気

付
い
て
い
な
か
っ
た
点
を
解
釈
学
か
ら
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

思
え
て
来
る
。
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二
〇
一
三
年
一
二
月
。「
教
会
は
野
戦
病
院
っ
で
あ
れ
」『
中
央
公
論
』

二
〇
一
四
年
一
月
。「
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
か
ら
五
〇
年
」
月
刊
『
あ

け
ぼ
の
』
連
載
特
集
女
子
パ
ウ
ロ
会
、
二
〇
一
二
年
。
教
皇
は
、
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
つ
い
て
、「（
こ
れ
ま
で
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
十

分
に
な
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
ぜ
ひ
こ
れ
を
実
現
し
た
い
と

い
う
謙
遜
と
野
心
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
公
会
議
決
議
を
推
進
す
る
意

向
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、「
キ
リ
シ
タ
ン
史
」
を
よ
り
深
め

て
行
く
と
同
時
に
、各
地
域
の
文
化
を
尊
重
す
る
と
い
う
意
向
で
あ
り
、

日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
「
適
応
主
義
」
と
同
じ
く
、
東
洋
の
理
解

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

z
	

キ
リ
ス
ト
教
は
「
外
つ
国
の
宗
教
」
で
は
な
い
。「
霊
操
」
に
よ
っ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
は
人
間
の
本
質
「
根
源
的
い
の
ち
」
に
根
差
す
も
の
で
、

生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
宗
教
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
門
脇
佳

吉
は
、
イ
グ
ナ
チ
オ
の
『
霊
操
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
年
を
訳
し
、

そ
の 

「
訳
者
あ
と
が
き
」
で
、
東
西
の
祈
り
・
霊
性
の
共
通
性
を
述
べ

て
い
る
。
拙
稿
「[

根
源
的
い
の
ち]

を
求
め
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代

か
ら
続
く
霊
性
」『
人
間
学
紀
要
』
四
一
号
、上
智
大
学
、二
〇
一
二
年
、

九
〇
頁
以
下
を
参
照
。

た
か
は
し
・
か
つ
ゆ
き 

元
南
山
宗
教
文
化
研
究
所

緊
急
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
」
と
す
る
。　
　

u
	

木
岡
伸
夫
『〈
出
会
い
〉
の
風
土
学
～
対
話
へ
の
い
ざ
な
い
』
幻
冬
舎
、

二
〇
一
八
年
、一
三
六
頁
。
木
岡
は
、「
形
」
と
「
型
」
で
、形
と
な
る
「
型

破
り
」「
型
を
変
え
て
行
く
ベ
テ
ラ
ン
の
域
」を
言
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

こ
の
「
型
に
は
ま
る
」
た
め
に
「
堅
苦
し
い
」
も
の
と
な
り
、
新
し
い

も
の
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
諸
宗
教
の
「
対
話
」

を
含
め
て
、
今
日
の
諸
学
会
が
停
滞
し
て
い
る
一
因
を
指
し
て
い
る
。

v
	

末
木
文
美
士
・
中
島
隆
博
編『
非
・
西
洋
の
視
座
』大
明
堂
、二
〇
〇
一
年
。

末
木
は
序
文
で
、
西
洋
を
批
判
的
に
見
る
第
三
世
界
の
思
想
家
も
欧
米

の
大
学
か
ら
自
国
語
で
な
く
欧
米
語
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

w
	

拙
稿
「
職
場
に
お
け
る
い
じ
め
～
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」

『
上
智
人
間
学
紀
要
第
三
七
号
』
上
智
大
学
、
二
〇
〇
七
年
、
参
照
。

自
殺
者
が
三
万
人
を
超
え
る
現
状
か
ら
の
訴
え
で
あ
る
。。

x
	

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
『
回
勅　

ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
～
と
も
に
暮
ら
す
家

を
大
切
に
』
瀬
本
正
之
・
吉
川
ま
み
訳
、
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、

二
〇
一
六
年
。。
過
去
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
比
較
に
な
ら
な
い
程
の

貧
困
者
の
増
大
は
、
テ
ロ
の
温
床
と
も
成
り
得
る
も
の
で
、
抜
本
的
な

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

y
	

「
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
門
脇
佳
吉
訳
、『
中
央
公
論
』


